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萩
野
院
長

消
防
長

Ｎ
ｅ
ｔ
119 
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
と
は

聴
覚・音
声・言
語
機
能
等

の
障
害
に
よ
り
、音
声
に
よ

る
119
番
通
報
が
困
難
な
方

が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携

帯
端
末
を
利
用
し
、消
防
へ

音
声
に
よ
ら
な
い
通
報
を
行

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

な
る
べ
く
文
字
入
力
を
す

る
こ
と
な
く
、画
面
を
タ
ッ
プ

し
て
い
く
簡
単
な
操
作
で「
火

事
」や「
救
急
」と
い
っ
た
情
報

や
通
報
場
所
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

Ｎ
ｅ
ｔ
119 
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
で
出
来
る
こ
と

○
よ
く
行
く
場
所
の
登
録

事
前
に「
自
宅
」や「
よ
く

行
く
場
所
」を
登
録
す
る
こ

と
で
、素
早
く
通
報
場
所
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
外
出
先
か
ら
の
通
報

GPS
機
能
に
よ
っ
て
外
出
先

か
ら
の
通
報
で
も
、素
早
く

通
報
場
所
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
便
利
な
チ
ャ
ッ
ト
機
能

消
防
と
の
チ
ャ
ッ
ト
で
は
、

定
型
文
に
よ
り
、な
る
べ
く
文

字
入
力
に
よ
ら
な
い
や
り
と

り
が
で
き
ま
す
。

○
国
内
ど
こ
で
も
利
用

日
本
国
内
の
ど
こ
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
一
部
制
限
事
項
あ
り
。）

人事行政運営等の状況

平成 3 0 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
14人

◎年次有給休暇の状況（平成30年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
10.1

取得率
22.4%

◎育児休暇の状況（平成30年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
0人

女性職員
3人

退職者数
9人 （採用者数は平成30年度分、

退職者数は平成29年度分）

平成30年
376人

平成31年
382人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防
本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（平成31年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（平成30年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 1 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成30年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

平成30年4月1日現在 平成31年4月1日現在

42歳11月

平均給与 平均給与
月　 額
452,094円 42歳8月

平均年齢 平均年齢
給　料

336,300円
諸手当

115,794円
月　 額
468,757円

給　料
335,600円

諸手当
133,157円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入

決算額（円）区分

4,340,763,554
2,074,980
35,293,000
1,288,000
773,180

構成比（％）

84.7
0.0
0.7
0.0
0.0

科目
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

0
75,553,000
10,360,000
186,354,154
474,600,000
5,127,059,868

構成比（％）

0.0
1.5
0.2
3.6
9.3

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,682,894,915
1,192,565,569
465,303,070
4,340,763,554

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,336,508,000
1,078,391,000
420,779,000
3,835,678,000

325,374,915
104,473,569
40,740,070
470,588,554

21,012,000
9,701,000
3,784,000
34,497,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,146,038
1,253,950

4,524,610,011
470,588,554

0
4,997,598,553

構成比（％）

0.0
0.0
90.6
9.4
0.0

100.0
（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分

3,423,314,440
246,756,168
20,771,166
292,612,833
470,588,554

構成比（％）

68.5
4.9
0.4
5.9
9.4

科目
普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

542,782,392
70,587,000
472,195,392

773,000
4,997,598,553

構成比（％）

10.9
1.4
9.5
0.0

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（平成30年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急
救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しており
ます。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野
における能力アップを目的とした研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成30年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員
の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職
場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　1件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成30年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況  該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

消
防
協
力
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表
彰

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
5
月
10
日
、佐
倉
市
栄
町
で
発
生

し
た
急
病
に
お
け
る
救
急
活
動
】

京
成
電
鉄
株
式
会
社

京
成
佐
倉
駅

益
子 

洋
司
さ
ん

（
後
列
左
）

江
口 

大
喜
さ
ん

（
後
列
右
）※
写
真
は
代
理
の
方

荻
野 

美
恵
子
さ
ん

（
前
列
左
）

大
島 

清
吾
さ
ん

（
前
列
右
）

◆
八
街
消
防
署
長

　
表
彰

【
令
和
元
年
５
月
29

日
、八
街
市
文
違
で

発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
人
命
救
助

活
動
】

熊
野 

天
貴 

さ
ん

管
理
者
特
別
功
労
表
彰
授
賞

令
和
元
年
10
月
10
日
、医
療
法
人
徳
洲
会
成

田
富
里
徳
洲
会
病
院
の
管
理
者
特
別
功
労
表

彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、多
年
に
わ
た
り
救
急
行
政
の

強
化
拡
充
に
貢
献
さ
れ
、地
域
医
療
の
模
範
と

な
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、消

防
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
、火
事
が
起
き
た
時

な
ど
の
緊
急
時
に
救
急

車
、消
防
車
を
要
請
す
る

際
、多
く
の
場
合
は
携
帯

電
話
又
は
、自
宅
の
電
話

を
使
い
119
番
通
報
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、近
年
の
異
常

気
象
に
よ
る
台
風
、大
雨

に
お
け
る
災
害
、又
は
、大

地
震
に
よ
り
大
規
模
な

停
電
が
発
生
し
た
場
合

は
、日
ご
ろ
使
用
し
て
い

る
電
話
が
使
え
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
通
報

手
段
の
一
つ
と
し
て
消
防

組
合
管
内
の
消
防
署
・
出

張
所
に
は
下
の
写
真
の
よ

う
な「
駆
付
け
通
報
装
置

」が
あ
り
ま
す
。

本
装
置
の
受
話
器
を

聴覚・音声・言語機能等に障害がある方を対象とした
新しい通報システムです（令和2年2月3日から運用開始）

駆
付
け
通
報
装
置
と
は
？

●
利
用
す
る
に
は
、事
前
に

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

●
登
録
者
は
、佐
倉
市
、八
街

市
、酒
々
井
町
に
在
住
、ま

た
は
通
勤・通
学
さ
れ
て
い

る
、聴
覚
ま
た
は
音
声
・
言

語
機
能
等
障
害
に
よ
り
、

電
話
に
よ
る
音
声
で
の
119

番
通
報
が
困
難
な
方
が
対

象
で
す
。

●
登
録
料
は
無
料
で
す
が
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
に

必
要
な
料
金
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
通
報
を
行
う
に
は
、ご
利

用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
GPS
機
能
を
ON
に
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

●
佐
倉
市
役
所 

障
害
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
8
4
）4
1
6
4

　
0
4
3（
4
8
4
）1
7
4
2

●
八
街
市
役
所 

障
が
い
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
4
3
）1
6
4
9

　
0
4
3（
4
4
3
）1
7
4
2

●
酒
々
井
町
役
場 

健
康
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
9
6
）1
1
7
1

　
0
4
3（
4
9
6
）4
5
4
1

●
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

消
防
組
合 

消
防
本
部
指
揮

指
令
課

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
1
1
9

　
0
4
3（
4
8
5
）2
3
1
0

M
ail:shikishirei ＠

119-sys.jp

《
受
付
時
間
》

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

《
閉
庁
日
》

土
曜
日・日
曜
日・祝
休
日・

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

あ
げ
る
と
自
動
的
に
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー（
ち
ば

消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
）に
繋
が
り
、そ
の

ま
ま
救
急
車
、消
防
車
を

要
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、あ
く
ま
で
も

本
装
置
は
通
報
手
段
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
き
、基
本
的
に
は
現
場

か
ら
電
話
等
で
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、緊
急
時
に
本
装

置
を
使
用
す
る
た
め
に

消
防
署
・
出
張
所
を
訪

れ
た
際
は
、必
ず
庁
舎
に

職
員
が
い
る
か
確
認
し

て
い
た
だ
き
、職
員
が
い

る
場
合
は
職
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
31
年
1
月
〜
令
和
元
年
12
月
末
）

平
成
31
年（
令
和
元
年
）災
害
発
生
状
況

令和元年中の火災発生状況

令和元年中の救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他 計
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火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
83
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、建
物
火

災
が
36
件
、そ
の
他
火
災
が
32

件
、車
両
火
災
が
10
件
、林
野
火

災
が
5
件
で
す
。建
物
火
災
を
出

火
原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
こ
ん
ろ
」に
よ
り
発
生
し
た

火
災
で
6
件
、次
い
で「
放
火（
放

火
の
疑
い
を
含
む
）」、「
配
線
器

具
」が
そ
れ
ぞ
れ
4
件
、「
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
」が
3
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
場
件
数
は
1
3,
3
3
3

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
942
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
8,
3
3
7
件
で

593
件
の
増
加
、八
街
市
が

3,
9
9
1
件
で
351
件
の
増
加
、

酒
々
井
町
が
1,
0
0
5
件
で
2

件
の
減
少
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
8,
7
2
8
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」1,
9
4
5
件
、「
交

通
事
故
」 

が
968
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
173
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
16
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
109
件
、八
街
市
が
49

件
、酒
々
井
町
が
15
件
で
す
。

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

■
八
街
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】
加
藤 　
弘　
議
員

木
村 

利
晴　
議
員

角 　
麻
子　
議
員

【
退
任
】
石
井 

孝
昭　
議
員

林 　
政
男　
議
員

林 　
修
三　
議
員

※画面はイメージです。
がめん

利用者端末
りようしゃたんまつ

消 防
しょうぼう

チ
ャ
ッ
ト

通報イメージ
つうほう

確 認

佐倉市 八街市 酒々井町

〒285-8619　千葉県佐倉市大蛇町281番地　☎043（481）1206・　 sys-hp@119-sys.jp
編集発行　佐倉市八街市酒々井町消防組合消防本部企画課企画係
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

1ページの駆付け通報装置の様子のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4



消
防
組
合
で
は
、令
和
元
年

11
月
か
ら
令
和
2
年
2
月
ま

で
の
約
3
か
月
間
、養
成
員
の

体
力
の
向
上
や
救
助
技
術
を

習
得
す
る
救
助
隊
員
を
目
指

し
て
の
養
成
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

救
助
隊
は
、救
助
技
術
及
び

資
機
材
を
駆
使
し
、様
々
な
災

害
現
場
か
ら
要
救
助
者
を
助

け
出
す
人
命
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
す
。

救
助
隊
員
に
な
る
た
め
に

は
、強
靭
な
体
力
、高
度
な
技

術
が
必
要
に
な
る
の
で
訓
練

も
必
然
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、近
年
は
、社
会
構
造

の
変
化
な
ど
に
よ
り
多
種
多

様
な
災
害
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。そ
れ
ら
の
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
、

訓
練
も
よ
り
高
度

に
、幅
広
い
も
の

と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

今
回
の
養
成
訓

練
で
は
女
性
1
名

を
含
む
11
名
が
参

加
し
ま
し
た
。養

成
訓
練
に
合
格
し

た
職
員
は
令
和
2
年
4
月
1

日
付
け
で
正
式
に
救
助
隊
員

に
任
命
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
後

も
引
き
続
き
厳
し
い
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
3
月
1
日
〜
7
日
）

ひ
と
つ
ず
つ  

い
い
ね
！ 

で
確
認  

火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

国
際
消
防
救
助
隊

  
千
葉
連
携
訓
練
を
実
施

令
和
元
年
12
月
5
、6
日
の

2
日
間
、千
葉
市
消
防
学
校
に

お
い
て
県
内
の
国
際
消
防
救

助
隊
員
が
集
ま
り
連
携
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
消
防
救
助
隊
と
は
、海

外
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
に
国
際
消
防
救
助
隊
に

登
録
さ
れ
て
い
る
消
防
本
部
の

救
助
隊
員
が
、国
際
緊
急
援
助

隊
救
助
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
救
助
活

動
を
行
う
部
隊
で
す
。千
葉
県

で
は
、7
消
防
本
部（
千
葉
市

消
防
局
、佐
倉
市
八
街
市
酒
々

井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
、市

川
市
消
防
局
、船
橋
市
消
防

局
、柏
市
消
防
局
、松
戸
市
消

防
局
、市
原
市
消
防
局
）48
名

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、近
年
で

は
、2
0
0
8
年
の
四
川
大
地

震
、2
0
1
1
年
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
な
ど
に
千
葉

県
内
か
ら
も
隊
員
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、諸
外
国

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
の
大
地

震
が
発
生
し
、多
く
の
建
物
が

倒
壊
、死
傷
者
も
多
数
出
て
い

る
と
の
想
定
の
も
と
、日
本
か

ら
派
遣
さ
れ
た
救
助
部
隊
に
よ

り
倒
壊
建
物
を
補
強
し
な
が
ら

の
救
出
活
動
や
、ブ
リ
ー
チ
ン

グ
と
い
う
手
法
で
壁
や
床
を
破

壊
し
な
が
ら
要
救
助
者
の
救
出

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
連
携
訓
練
は
、県
内
の
国

際
消
防
救
助
隊
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、今
年
も
他
の

消
防
本
部
の
隊
員
と
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、技
術
、連
携

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
、外
国
で
発
生
す
る

災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
と
と
も
に
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
！

命
を
守
る
新
し
い
資
機
材

本
年
度
、消
防
組
合
に
無

人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）を
導

入
し
ま
し
た
。ド
ロ
ー
ン
は
訓

練
等
で
操
縦
技
術
を
積
ん
だ

隊
員
が
使
用
し
、迅
速
か
つ

広
範
囲
の
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。ド
ロ
ー
ン
を
ラ
ジ
オ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
飛
行
さ

せ
、上
空
か
ら
災
害
現
場
な

ど
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
確

認
す
る
こ
と
で
、効
率
的
な

活
動
の
指
示
を
隊
員
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。消
防
組
合

が
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
最

大
180
倍
の
ズ
ー
ム
カ
メ
ラ
や

温
度
を
可
視
化
で
き
る
熱
画

像
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
大
型

機
と
6
倍
ズ
ー
ム
の
カ
メ
ラ

を
内
蔵
し
た
小
型
機
の
2
機

種
で
す
。

今
後
も
住
民
の
安
全
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、こ
れ
ら
の

機
器
を
活
用
し
、消
防
力
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

消防団は、常勤の消防職員が勤務する
消防署とは違い、団員の多くは会社員や自
営業、農業など普段はそれぞれの仕事を
持っています。火災や大規模災害発生時に
は自宅や職場から現場へ駆けつけ、その地
域での経験を活かした消火活動・救助活動
を行う、非常勤特別職の地方公務員です。

写
真
①

廃
材
な
ど
を
崩
れ
た
家
と

仮
定
し
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
用
し
た
切
断
訓
練

写
真
②

廃
車
車
両
を
使
い
、車
の
ド
ア

を
バー
ル
で
開
放
す
る
訓
練

写
真
③
、④

救
出
さ
れ
た
負
傷
者
を
簡

易
担
架
で
救
護
所
へ
搬
送

し
、応
急
手
当
を
行
う
訓
練

令
和
元
年
12
月
8
日
、酒
々

井
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

で
佐
倉
市
、八
街
市
及
び
酒
々

井
町
の
消
防
団
と
消
防
組
合
で

連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、千
葉
県
北
東
部
を

震
源
と
し
た
直
下
型
地
震
が

発
生
し
、佐
倉
市
と
八
街
市
は

震
度
6
弱
、酒
々
井
町
は
震
度

6
強
を
観
測
。地
震
に
よ
り
建

物
が
倒
壊
、交
通
事
故
や
建
物

火
災
が
発
生
し
、多
く
の
負
傷

者
が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定

の
も
と
、早
期
に
被
害
を
抑
え

る
た
め
、消
防
団
と
消
防
組
合

が
連
携
し
、建
物
や
車
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
負
傷
者
を
救

出
、救
護
所
へ
搬
送
し
応
急
手

当
を
行
う
等
の
消
防
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練

を
消
防
団
と
消
防
組
合
が
連

携
し
て
行
っ
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
が
、こ
の
訓
練
を

活
か
し
、こ
れ
か
ら
も
消
防
団

と
と
も
に
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

②
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

令
和
元
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
30
校
か
ら
600
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
60

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま

し
た
。ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

　
（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
志
津
小
学
校

１
年　
林 

茶
結 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
臼
井
小
学
校

６
年　
関 

希
実 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

５
年　
砂 

結
子 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

２
年　
金
澤 

憲
寿 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
西
志
津
小
学
校

４
年　
伊
藤 

果
央 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

５
年　
綿
貫 

心
乃 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

３
年　
塩
澤 

太
一
朗 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
7
名
の
皆

さ
ん
で
す
。こ
の
他
に
優
秀
賞

が
8
点
、入
選
が
45
点
あ
り

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

令
和
元
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

Ｘ
線
透
過
検
査
装
置
を
導
入

る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
１ 

設
置
率
と
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
が
１
箇
所
以
上
設

置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
２ 

条
例
適
合
率
と
は
、火
災

予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分

全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
割
合

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防

火
対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付

し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は

法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等

に
貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー

ル
」で
す
。シ
ー
ル
は
、消
防
本
部

予
防
課
、お
近
く
の
消
防
署
又

は
出
張
所
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
の
配
付
枚
数
は
、１
世

帯
に
１
枚
で
す
。配
付
の
際
に

は
、設
置
状
況
等
の
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
場
所

①
寝
室　
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段　
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。設
置

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
本

体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化

に
よ
り
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率

（
令
和
元
年
6
月
1
日
時
点
）

消
防
組
合
内
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
率
※
１
は
77
％（
全

国
…
82.3
％
、千
葉
県
…
80.0
％
）、

条
例
適
合
率
※
２
は
45
％（
全
国

…
67.9
％
、千
葉
県
…
65.5
％
）と

な
っ
て
お
り
、全
国
や
千
葉
県
と

比
較
し
て
低
い
水
準
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
約

７
割
が
逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、住

宅
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守

救
助
隊
員
養
成
訓
練

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら

消
防
本
部
火
災
調
査
分
析
室

に
X
線
透
過
検
査
装
置
が
導

入
さ
れ
、運
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

X
線
透
過
検
査
装
置
は
、

火
災
原
因
究
明
の
た
め
火
災

現
場
か
ら
回
収
し
た
出
火
原

因
と
疑
わ
れ
る
電
化
製
品
や

溶
融
固
着
し
た
物
品
な
ど
を

破
壊
せ
ず
に
内
部
を
確
認
す

る
た
め
の
装
置
で
す
。人
体
で

例
え
る
と
手
術
を
す
る
前
に

行
う
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や

C
T
撮
影
と
同
様
で
す
。

写真①

写真②写真③写真④

消防団とは？

焼損したテーブルタップ

テーブルタップの丸印箇所を透過した状況 X線透過検査装置
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消
防
組
合
で
は
、令
和
元
年

11
月
か
ら
令
和
2
年
2
月
ま

で
の
約
3
か
月
間
、養
成
員
の

体
力
の
向
上
や
救
助
技
術
を

習
得
す
る
救
助
隊
員
を
目
指

し
て
の
養
成
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

救
助
隊
は
、救
助
技
術
及
び

資
機
材
を
駆
使
し
、様
々
な
災

害
現
場
か
ら
要
救
助
者
を
助

け
出
す
人
命
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
で
す
。

救
助
隊
員
に
な
る
た
め
に

は
、強
靭
な
体
力
、高
度
な
技

術
が
必
要
に
な
る
の
で
訓
練

も
必
然
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、近
年
は
、社
会
構
造

の
変
化
な
ど
に
よ
り
多
種
多

様
な
災
害
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。そ
れ
ら
の
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
、

訓
練
も
よ
り
高
度

に
、幅
広
い
も
の

と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

今
回
の
養
成
訓

練
で
は
女
性
1
名

を
含
む
11
名
が
参

加
し
ま
し
た
。養

成
訓
練
に
合
格
し

た
職
員
は
令
和
2
年
4
月
1

日
付
け
で
正
式
に
救
助
隊
員

に
任
命
さ
れ
ま
す
が
、そ
の
後

も
引
き
続
き
厳
し
い
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

（
3
月
1
日
〜
7
日
）

ひ
と
つ
ず
つ  

い
い
ね
！ 

で
確
認  

火
の
用
心

【
統
一
標
語
】

国
際
消
防
救
助
隊

  

千
葉
連
携
訓
練
を
実
施

令
和
元
年
12
月
5
、6
日
の

2
日
間
、千
葉
市
消
防
学
校
に

お
い
て
県
内
の
国
際
消
防
救

助
隊
員
が
集
ま
り
連
携
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
消
防
救
助
隊
と
は
、海

外
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
に
国
際
消
防
救
助
隊
に

登
録
さ
れ
て
い
る
消
防
本
部
の

救
助
隊
員
が
、国
際
緊
急
援
助

隊
救
助
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

被
災
地
に
派
遣
さ
れ
救
助
活

動
を
行
う
部
隊
で
す
。千
葉
県

で
は
、7
消
防
本
部（
千
葉
市

消
防
局
、佐
倉
市
八
街
市
酒
々

井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
、市

川
市
消
防
局
、船
橋
市
消
防

局
、柏
市
消
防
局
、松
戸
市
消

防
局
、市
原
市
消
防
局
）48
名

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、近
年
で

は
、2
0
0
8
年
の
四
川
大
地

震
、2
0
1
1
年
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
地
震
な
ど
に
千
葉

県
内
か
ら
も
隊
員
が
派
遣
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
は
、諸
外
国

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
の
大
地

震
が
発
生
し
、多
く
の
建
物
が

倒
壊
、死
傷
者
も
多
数
出
て
い

る
と
の
想
定
の
も
と
、日
本
か

ら
派
遣
さ
れ
た
救
助
部
隊
に
よ

り
倒
壊
建
物
を
補
強
し
な
が
ら

の
救
出
活
動
や
、ブ
リ
ー
チ
ン

グ
と
い
う
手
法
で
壁
や
床
を
破

壊
し
な
が
ら
要
救
助
者
の
救
出

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
連
携
訓
練
は
、県
内
の
国

際
消
防
救
助
隊
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
に
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、今
年
も
他
の

消
防
本
部
の
隊
員
と
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、技
術
、連
携

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
、外
国
で
発
生
す
る

災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に

訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

消
防
団
と
と
も
に
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
！

命
を
守
る
新
し
い
資
機
材

本
年
度
、消
防
組
合
に
無

人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）を
導

入
し
ま
し
た
。ド
ロ
ー
ン
は
訓

練
等
で
操
縦
技
術
を
積
ん
だ

隊
員
が
使
用
し
、迅
速
か
つ

広
範
囲
の
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。ド
ロ
ー
ン
を
ラ
ジ
オ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
飛
行
さ

せ
、上
空
か
ら
災
害
現
場
な

ど
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
で
確

認
す
る
こ
と
で
、効
率
的
な

活
動
の
指
示
を
隊
員
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。消
防
組
合

が
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
最

大
180
倍
の
ズ
ー
ム
カ
メ
ラ
や

温
度
を
可
視
化
で
き
る
熱
画

像
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
大
型

機
と
6
倍
ズ
ー
ム
の
カ
メ
ラ

を
内
蔵
し
た
小
型
機
の
2
機

種
で
す
。

今
後
も
住
民
の
安
全
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、こ
れ
ら
の

機
器
を
活
用
し
、消
防
力
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

消防団は、常勤の消防職員が勤務する
消防署とは違い、団員の多くは会社員や自
営業、農業など普段はそれぞれの仕事を
持っています。火災や大規模災害発生時に
は自宅や職場から現場へ駆けつけ、その地
域での経験を活かした消火活動・救助活動
を行う、非常勤特別職の地方公務員です。

写
真
①

廃
材
な
ど
を
崩
れ
た
家
と

仮
定
し
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
用
し
た
切
断
訓
練

写
真
②

廃
車
車
両
を
使
い
、車
の
ド
ア

を
バー
ル
で
開
放
す
る
訓
練

写
真
③
、④

救
出
さ
れ
た
負
傷
者
を
簡

易
担
架
で
救
護
所
へ
搬
送

し
、応
急
手
当
を
行
う
訓
練

令
和
元
年
12
月
8
日
、酒
々

井
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

で
佐
倉
市
、八
街
市
及
び
酒
々

井
町
の
消
防
団
と
消
防
組
合
で

連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、千
葉
県
北
東
部
を

震
源
と
し
た
直
下
型
地
震
が

発
生
し
、佐
倉
市
と
八
街
市
は

震
度
6
弱
、酒
々
井
町
は
震
度

6
強
を
観
測
。地
震
に
よ
り
建

物
が
倒
壊
、交
通
事
故
や
建
物

火
災
が
発
生
し
、多
く
の
負
傷

者
が
発
生
し
て
い
る
と
の
想
定

の
も
と
、早
期
に
被
害
を
抑
え

る
た
め
、消
防
団
と
消
防
組
合

が
連
携
し
、建
物
や
車
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
負
傷
者
を
救

出
、救
護
所
へ
搬
送
し
応
急
手

当
を
行
う
等
の
消
防
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
訓
練

を
消
防
団
と
消
防
組
合
が
連

携
し
て
行
っ
た
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
が
、こ
の
訓
練
を

活
か
し
、こ
れ
か
ら
も
消
防
団

と
と
も
に
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

②
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

令
和
元
年
度
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
展
は
、消
防
組
合
管

内
の
小
学
校
30
校
か
ら
600
点

の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
60

点
が
入
賞
し
賞
状
と
賞
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。ま
た
、応
募

者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま

し
た
。ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

　
（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
志
津
小
学
校

１
年　
林 

茶
結 

さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
臼
井
小
学
校

６
年　
関 

希
実 

さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

佐
倉
市
立
井
野
小
学
校

５
年　
砂 

結
子 

さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
王
子
台
小
学
校

２
年　
金
澤 

憲
寿 

さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
西
志
津
小
学
校

４
年　
伊
藤 

果
央 

さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

５
年　
綿
貫 

心
乃 

さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

３
年　
塩
澤 
太
一
朗 

さ
ん

以
上
が
特
別
賞
7
名
の
皆

さ
ん
で
す
。こ
の
他
に
優
秀
賞

が
8
点
、入
選
が
45
点
あ
り

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

令
和
元
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

Ｘ
線
透
過
検
査
装
置
を
導
入

る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
１ 

設
置
率
と
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
が
１
箇
所
以
上
設

置
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
割
合

※
２ 

条
例
適
合
率
と
は
、火
災

予
防
条
例
で
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
部
分

全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
る
世

帯
の
割
合

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
済

シ
ー
ル
」を
玄
関
先
に
貼
り
、安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

消
防
組
合
で
は
、地
域
の
防

火
対
策
の
推
進
を
目
的
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
世
帯
に「
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
済
シ
ー
ル
」を
配
付

し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ー
ル
に
は

法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
ご
家
庭
の
意
思
で
玄
関
先
等

に
貼
っ
て
い
た
だ
く「
安
心
シ
ー

ル
」で
す
。シ
ー
ル
は
、消
防
本
部

予
防
課
、お
近
く
の
消
防
署
又

は
出
張
所
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
の
配
付
枚
数
は
、１
世

帯
に
１
枚
で
す
。配
付
の
際
に

は
、設
置
状
況
等
の
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
場
所

①
寝
室　
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段　
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火

災
時
に
適
切
に
作
動
す
る
よ

う
、設
置
し
た
後
も
適
切
な
維

持
管
理
が
必
要
で
す
。具
体
的

に
は
、

○
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・
点
検

ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な
ど
、定
期

的
に
作
動
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。設
置

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
場
合
は
、電
池
切
れ
や
本

体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣
化

に
よ
り
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、本
体
の
交
換
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率

（
令
和
元
年
6
月
1
日
時
点
）

消
防
組
合
内
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
率
※
１
は
77
％（
全

国
…
82.3
％
、千
葉
県
…
80.0
％
）、

条
例
適
合
率
※
２
は
45
％（
全
国

…
67.9
％
、千
葉
県
…
65.5
％
）と

な
っ
て
お
り
、全
国
や
千
葉
県
と

比
較
し
て
低
い
水
準
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

住
宅
火
災
の
死
亡
原
因
の
約

７
割
が
逃
げ
遅
れ
で
あ
り
、住

宅
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
を
守

救
助
隊
員
養
成
訓
練

令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら

消
防
本
部
火
災
調
査
分
析
室

に
X
線
透
過
検
査
装
置
が
導

入
さ
れ
、運
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

X
線
透
過
検
査
装
置
は
、

火
災
原
因
究
明
の
た
め
火
災

現
場
か
ら
回
収
し
た
出
火
原

因
と
疑
わ
れ
る
電
化
製
品
や

溶
融
固
着
し
た
物
品
な
ど
を

破
壊
せ
ず
に
内
部
を
確
認
す

る
た
め
の
装
置
で
す
。人
体
で

例
え
る
と
手
術
を
す
る
前
に

行
う
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や

C
T
撮
影
と
同
様
で
す
。

写真①

写真②写真③写真④

消防団とは？

焼損したテーブルタップ

テーブルタップの丸印箇所を透過した状況 X線透過検査装置

3 2

緊急情報及びイベント等についてツイートしています。
ぜひ、フォローをお願いします。

佐倉市八街市酒々井町消防組合ツイッター公式アカウント

QRコード

住民の皆さん及び事業所の皆さんへお伝えしたい情報を掲載しています。
※読み取ったアドレスをパソコンに転送しご覧になるか、スマートフォンなどでご覧ください。

QRコード

佐倉市八街市酒々井町消防組合公式ホームページ（PC）

中面 中面
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萩
野
院
長

消
防
長

Ｎ
ｅ
ｔ
119 
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
と
は

聴
覚・音
声・言
語
機
能
等

の
障
害
に
よ
り
、音
声
に
よ

る
119
番
通
報
が
困
難
な
方

が
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
携

帯
端
末
を
利
用
し
、消
防
へ

音
声
に
よ
ら
な
い
通
報
を
行

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

な
る
べ
く
文
字
入
力
を
す

る
こ
と
な
く
、画
面
を
タ
ッ
プ

し
て
い
く
簡
単
な
操
作
で「
火

事
」や「
救
急
」と
い
っ
た
情
報

や
通
報
場
所
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

注
意
事
項

Ｎ
ｅ
ｔ
119 
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
で
出
来
る
こ
と

○
よ
く
行
く
場
所
の
登
録

事
前
に「
自
宅
」や「
よ
く

行
く
場
所
」を
登
録
す
る
こ

と
で
、素
早
く
通
報
場
所
を

知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
外
出
先
か
ら
の
通
報

GPS
機
能
に
よ
っ
て
外
出
先

か
ら
の
通
報
で
も
、素
早
く

通
報
場
所
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
便
利
な
チ
ャ
ッ
ト
機
能

消
防
と
の
チ
ャ
ッ
ト
で
は
、

定
型
文
に
よ
り
、な
る
べ
く
文

字
入
力
に
よ
ら
な
い
や
り
と

り
が
で
き
ま
す
。

○
国
内
ど
こ
で
も
利
用

日
本
国
内
の
ど
こ
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
一
部
制
限
事
項
あ
り
。）

人事行政運営等の状況

平成 3 0 年 度 決 算 状 況

◎採用・退職者数 ◎職員数の状況について
1. 職員の任免及び職員数に関する状況について

（１）歳入

採用者数
14人

◎年次有給休暇の状況（平成30年度）
6. 職員の服務の状況について

平均使用日数
10.1

取得率
22.4%

◎育児休暇の状況（平成30年度）
4. 職員の休業の状況

男性職員
0人

女性職員
3人

退職者数
9人 （採用者数は平成30年度分、

退職者数は平成29年度分）

平成30年
376人

平成31年
382人 （各年4月1日現在）

※構成市併任職員3人を除く。

佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。詳しくは、消防
本部総務課　℡ 043（481）1190へ

◎勤務時間の状況（平成31年4月1日現在）
3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況について

毎日勤務職員

隔日勤務職員

開始時刻
8：30

8：30

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15

20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

◎職員の分限処分の状況（平成30年度）
5. 職員の分限及び懲戒処分の状況について

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ないことに
　　ついて行う処分です。

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任を問う
　　処分です。

 降　任 免　職 休　職 降　給
 0 0 1 0

◎職員の懲戒処分の状況（平成30年度）
 戒　告 減　給 停　職 免　職
 0 0 0 0

◎職員の平均給与月額等について
2. 職員の給与の状況

職　種

消　防
（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

平成30年4月1日現在 平成31年4月1日現在

42歳11月

平均給与 平均給与
月　 額
452,094円 42歳8月

平均年齢 平均年齢
給　料

336,300円
諸手当

115,794円
月　 額
468,757円

給　料
335,600円

諸手当
133,157円

科目
１ 分担金及び負担金
２ 使用料及び手数料
３ 国庫支出金
４ 県支出金
５ 財産収入

決算額（円）区分

4,340,763,554
2,074,980
35,293,000
1,288,000
773,180

構成比（％）

84.7
0.0
0.7
0.0
0.0

科目
６ 寄附金
７ 繰入金
８ 繰越金
９ 諸収入
10 組合債
歳入合計

決算額（円）区分

0
75,553,000
10,360,000
186,354,154
474,600,000
5,127,059,868

構成比（％）

0.0
1.5
0.2
3.6
9.3

100.0

（4）構成市町別分担金

市町名
佐倉市
八街市
酒々井町
合計

合計区分

2,682,894,915
1,192,565,569
465,303,070
4,340,763,554

常備消防費分担金 長期債償還分担金 庁舎建設費負担金

2,336,508,000
1,078,391,000
420,779,000
3,835,678,000

325,374,915
104,473,569
40,740,070
470,588,554

21,012,000
9,701,000
3,784,000
34,497,000

（２）歳出

科目
１ 議会費
２ 総務費
３ 消防費
４ 公債費
５ 予備費
歳出合計

決算額（円）区分

1,146,038
1,253,950

4,524,610,011
470,588,554

0
4,997,598,553

構成比（％）

0.0
0.0
90.6
9.4
0.0

100.0
（3）性質別歳出決算額

科目
　人件費
　物件費
　維持補修費
　補助費等
　公債費

決算額（円）区分

3,423,314,440
246,756,168
20,771,166
292,612,833
470,588,554

構成比（％）

68.5
4.9
0.4
5.9
9.4

科目
普通建設事業費
　  （１）補助事業費
　  （２）単独事業費
　積立金
　歳出合計

決算額（円）区分

542,782,392
70,587,000
472,195,392

773,000
4,997,598,553

構成比（％）

10.9
1.4
9.5
0.0

100.0

（単位：円）

7. 職員の研修の状況について（平成30年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団などの救急
救命士研修及び千葉県自治研修センターなどの各種研修機関などを利用し、階層別、職務別研修などを実施しており
ます。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修などを実施しております。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習や職員の一般教養に関する研修会などを実施し、職員の消防、その他の分野
における能力アップを目的とした研修なども実施しております。

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況について（平成30年度）

　安全責任者及び産業医、衛生管理者などを選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職員
の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っております。
　また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職
場巡視・健康相談などを実施しております。
　その他、災害現場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎・破傷風などの予防接種を実施しております。

（１）職員の安全と健康に関する事業

（２）公務災害の発生状況
（３）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施

（４）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施

認定件数　1件

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況について（平成30年度）
（１）勤務条件に関する措置要求の状況  該当なし
（２）不利益処分に関する不服申立ての状況 該当なし

消
防
協
力
者
表
彰

◆
佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
令
和
元
年
5
月
10
日
、佐
倉
市
栄
町
で
発
生

し
た
急
病
に
お
け
る
救
急
活
動
】

京
成
電
鉄
株
式
会
社

京
成
佐
倉
駅

益
子 

洋
司
さ
ん

（
後
列
左
）

江
口 

大
喜
さ
ん

（
後
列
右
）※
写
真
は
代
理
の
方

荻
野 

美
恵
子
さ
ん

（
前
列
左
）

大
島 

清
吾
さ
ん

（
前
列
右
）

◆
八
街
消
防
署
長

　
表
彰

【
令
和
元
年
５
月
29

日
、八
街
市
文
違
で

発
生
し
た
建
物
火
災

に
お
け
る
人
命
救
助

活
動
】

熊
野 

天
貴 

さ
ん

管
理
者
特
別
功
労
表
彰
授
賞

令
和
元
年
10
月
10
日
、医
療
法
人
徳
洲
会
成

田
富
里
徳
洲
会
病
院
の
管
理
者
特
別
功
労
表

彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、多
年
に
わ
た
り
救
急
行
政
の

強
化
拡
充
に
貢
献
さ
れ
、地
域
医
療
の
模
範
と

な
っ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、消

防
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、ご

紹
介
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
、火
事
が
起
き
た
時

な
ど
の
緊
急
時
に
救
急

車
、消
防
車
を
要
請
す
る

際
、多
く
の
場
合
は
携
帯

電
話
又
は
、自
宅
の
電
話

を
使
い
119
番
通
報
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、近
年
の
異
常

気
象
に
よ
る
台
風
、大
雨

に
お
け
る
災
害
、又
は
、大

地
震
に
よ
り
大
規
模
な

停
電
が
発
生
し
た
場
合

は
、日
ご
ろ
使
用
し
て
い

る
電
話
が
使
え
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
通
報

手
段
の
一
つ
と
し
て
消
防

組
合
管
内
の
消
防
署
・
出

張
所
に
は
下
の
写
真
の
よ

う
な「
駆
付
け
通
報
装
置

」が
あ
り
ま
す
。

本
装
置
の
受
話
器
を

聴覚・音声・言語機能等に障害がある方を対象とした
新しい通報システムです（令和2年2月3日から運用開始）

駆
付
け
通
報
装
置
と
は
？

●
利
用
す
る
に
は
、事
前
に

利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

●
登
録
者
は
、佐
倉
市
、八
街

市
、酒
々
井
町
に
在
住
、ま

た
は
通
勤・通
学
さ
れ
て
い

る
、聴
覚
ま
た
は
音
声
・
言

語
機
能
等
障
害
に
よ
り
、

電
話
に
よ
る
音
声
で
の
119

番
通
報
が
困
難
な
方
が
対

象
で
す
。

●
登
録
料
は
無
料
で
す
が
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
に

必
要
な
料
金
は
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
通
報
を
行
う
に
は
、ご
利

用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
GPS
機
能
を
ON
に
設
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

●
佐
倉
市
役
所 

障
害
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
8
4
）4
1
6
4

　
0
4
3（
4
8
4
）1
7
4
2

●
八
街
市
役
所 

障
が
い
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
4
3
）1
6
4
9

　
0
4
3（
4
4
3
）1
7
4
2

●
酒
々
井
町
役
場 

健
康
福
祉
課

☎
0
4
3（
4
9
6
）1
1
7
1

　
0
4
3（
4
9
6
）4
5
4
1

●
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

消
防
組
合 

消
防
本
部
指
揮

指
令
課

☎
0
4
3（
4
8
1
）1
1
1
9

　
0
4
3（
4
8
5
）2
3
1
0

M
ail:shikishirei ＠

119-sys.jp

《
受
付
時
間
》

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で

《
閉
庁
日
》

土
曜
日・日
曜
日・祝
休
日・

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

あ
げ
る
と
自
動
的
に
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー（
ち
ば

消
防
共
同
指
令
セ
ン

タ
ー
）に
繋
が
り
、そ
の

ま
ま
救
急
車
、消
防
車
を

要
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、あ
く
ま
で
も

本
装
置
は
通
報
手
段
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た

だ
き
、基
本
的
に
は
現
場

か
ら
電
話
等
で
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、緊
急
時
に
本
装

置
を
使
用
す
る
た
め
に

消
防
署
・
出
張
所
を
訪

れ
た
際
は
、必
ず
庁
舎
に

職
員
が
い
る
か
確
認
し

て
い
た
だ
き
、職
員
が
い

る
場
合
は
職
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
31
年
1
月
〜
令
和
元
年
12
月
末
）

平
成
31
年（
令
和
元
年
）災
害
発
生
状
況

令和元年中の火災発生状況

令和元年中の救急出場状況

建物 林野 車両 その他

急病 一般負傷 交通事故 その他 計
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火
災
発
生
状
況

火
災
発
生
件
数
は
83
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
同
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、建
物
火

災
が
36
件
、そ
の
他
火
災
が
32

件
、車
両
火
災
が
10
件
、林
野
火

災
が
5
件
で
す
。建
物
火
災
を
出

火
原
因
別
で
み
る
と
一
番
多
い
の

が
、「
こ
ん
ろ
」に
よ
り
発
生
し
た

火
災
で
6
件
、次
い
で「
放
火（
放

火
の
疑
い
を
含
む
）」、「
配
線
器

具
」が
そ
れ
ぞ
れ
4
件
、「
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
」が
3
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

救
急・救
助
活
動
状
況

救
急
出
場
件
数
は
1
3,
3
3
3

件
で
、前
年
と
比
較
し
て
942
件
の

増
加
で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み

る
と
佐
倉
市
が
8,
3
3
7
件
で

593
件
の
増
加
、八
街
市
が

3,
9
9
1
件
で
351
件
の
増
加
、

酒
々
井
町
が
1,
0
0
5
件
で
2

件
の
減
少
で
す
。

事
故
種
別
で
は「
急
病
」が
最

も
多
く
8,
7
2
8
件
、次
い
で

「
一
般
負
傷
」1,
9
4
5
件
、「
交

通
事
故
」 

が
968
件
で
す
。

救
助
出
動
件
数
は
173
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
16
件
の
増
加

で
あ
り
、構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
109
件
、八
街
市
が
49

件
、酒
々
井
町
が
15
件
で
す
。

消
防
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

■
八
街
市
議
会
選
出
議
員

【
就
任
】
加
藤 　
弘　
議
員

木
村 

利
晴　
議
員

角 　
麻
子　
議
員

【
退
任
】
石
井 

孝
昭　
議
員

林 　
政
男　
議
員

林 　
修
三　
議
員

※画面はイメージです。
がめん

利用者端末
りようしゃたんまつ

消 防
しょうぼう

チ
ャ
ッ
ト

通報イメージ
つうほう

確 認

佐倉市 八街市 酒々井町
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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太     がかくれています。どこにかくれているかな？ 消太をさがそう！のこたえ

1ページの駆付け通報装置の様子のしゃしんの中にいるよ！

表1 表4


